
























































































































































































































中山● ‌JCAS で将来の話を話し合った時に、10 代みたいな若
い層をターゲットにって話が出て、20 代 30 代はどう
なるんだ !? って思いましたね。幼稚園児とかも重要だ
とか、それは分かるんですけど。
亀田● ‌20 代 30 代の研究者が魅力的じゃないと、結局下もつ




















































































　東京大学大学院情報理工学系研究科博士課程単位取得退学。情報・システム研究機構特任研究員を経て、2014 年 10 月から現職。 

















































































































































































   周縁的ナショナル・アイデンティティと植民地イデオロギー』 
（京都大学学術出版会、2014 年）が 


















本―地域研究の推進体制」（2016 年 11 月 5 日）およびワークショッ
プ「地域研究の底力―現場から考える」（11 月 6 日）が開催された。

















研究会「2016 年フィリピン大統領選挙を考える」（2016 年 6 月 10 日）報告 
選挙を契機とした地域理解の見直し
地域研究者にとって選挙は地域の動向を知るものさしの一つであり、同時に、自身がもつ地域理解の妥当性を検証する


















“Buddhism and Contemporary Living Environment over Asia” を開催
国際ワー クショップ “Buddhism and Contemporary Living Environment 
over Asia” を、科学研究費基盤 (C)「近代仏教建築の展開とアジア
／亜細亜の形成・離散」（代表：山田協太）と mAAN (modern 
Asian Architecture Network) スタディーズ、地域研究統合情報
センターの共催により、2016 年 3 月 12 日に地域研セミナー室で
開催した。



















　 S u s u m u  M i z u t a  ( H i r o s h i m a 
University)
Presentation 1
　 “Modern Buddhism Architecture 
i n  J apan  and  i t s  L i nkage  t o 
Contemporary Asian Buddhism 
Movement: Indian Ocean Network 
and Kyoto”
　Kyota Yamada (Kyoto University)
Presentation 2
　 Nawit Ongsavangchai (Chiang Mai 
University)
　 “Buddhism and Daily Life:




　 Samitha Manawadu (University of 
Moratuwa)
　 “Myths, Beliefs and Transformation 
of Sri Lankan Buddhist Monastic 
Living Environments: With Particular 
Attention to the Modern Buddhist 
Monastic Architecture”
General Discussion
　 Commentator: Ryuichi Tanigawa 
(Kanazawa University)
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International Workshop “Toward Building Regional Platform for Disaster Risk 













































“Harvard-Yenching Library New Holdings in Manchukuo History: Needs 
and Opportunities”













【プログラム】　1. KUNIKO YAMADA MCVEY, Harvard-Yenching Library
  “Introductions, Background, Scope and Content of the Collection”
 2. TOSHIHIKO KISHI, Kyoto University
     “The Yenching Library Manchurian Materials in Global Perspective”
 3. PAUL BARCLAY, Lafayette College & AKIHIRO KAMEDA, Kyoto University
     “Manchukuo Postcards and Digital Collaboration: Needs and Opportunities”







































































CIAS Discussion Paper Series
CIAS Discussion Paper No.58
EVALUACIÓN HISTÓRICA 





 CIAS Discussion Paper Series
CIAS Discussion Paper No.65
HONDURAS 
POLÍTICAS DE AJUSTE, 
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 CIAS Discussion Paper Series
CIAS Discussion Paper No.63
Islam and Gender in Central Asia 





 CIAS Discussion Paper Series






  CIAS Discussion Paper Series
























































思いに駆られる」と記している（三島邦弘「京都で出版社をするということ」『大学出版』104 号、2015 年、7 頁）。同じ
景色を見ながら捉え方はずいぶん異なるが、次代への知の継承に関してそれぞれにできることをするという思いにおい
て、向かう方向はさほど違わないという気もしている。

























新 任 紹 介
これまでコミュニティメディアに関心をもって研究して参りました。
そのひとつ日本のコミュニティ放送は、来年で制度創設 25 年、2016 年 9 月時点で 303 局が運営され、住民参
加、地域活性化、地域情報提供などの目的で放送する小さなラジオです。東日本大震災以後「防災」、「強靭化」
が重要命題となり、自治体にもその活用を呼びかけています。コミュニティラジオは 9 割がコミュニティ、1 割
がラジオと言われ、「大切なのはコミュニティ」という認識は世界共通のようです。
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